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問合先　支え合い協働推進課（☎ 76‐1149）

▲▼会議の様子

小牧市地域協議会推進市民会議小牧市地域協議会推進市民会議
                                                          をを開催開催しましたしました

8/3
開催

地域協議会推進市民会議は地域協議会の設立推進や活動の活性化、各種制度の見直しなど
を目的に平成 30年度から設置されているものです。を目的に平成 30年度から設置されているものです。

 　 地域協議会の代表者や防災、防犯、福祉、
   多文化交流などの各種地域活動団体の代表
者、 児童・学校関係者、学識経験者など

構成員
者、 児童・学校関係者、学識経験者など

▶ 会議の役割や昨年度までの実績などの説明
▶ 地域協議会の設立・活動状況の報告
▶ 「小牧市地域協議会に関する条例」について
の説明

おもな内容 ▶ 地域協議会の設立・活動状況の報告

の説明

委員の意見や
意見交換など
委員の意見や
意見交換など

● 全地域協議会での事務所確保に向けた検討
●「地域協議会の情報発信」や「新型コロナ
対策としての ICT の利活用」などの各種
インフラ整備に関する提言

● 複数の小学校区による合同での地域協議
会の設立の可能性に関する検討　など

　みんなの思いみんなの思い
　　　　明るい社会　　　　明るい社会

こ
ま
き
山
ポ
リ
ス

防災は　日頃の備え　心がけ
～必ず来る！その日のために～

　みんなの思いみんなの思い
　　　　明るい社会　　　　明るい社会

こ
ま
き
山
ポ
リ
ス

小牧警察署での運転免許更新業務のお知らせ
　7月 6日から運転免許の更新業務を再開
しました。
　受付日時：平日の正午～午後４時まで
更新できる方　
①延長措置を受けている方で、２月～６月
生まれの方
②延長措置を受けていない方で、免許証の
有効期間が 20日間を切っている方
※当日の講習定員に達した時点で受付を終
了します。詳しくは愛知県警察のホーム
ページをご覧ください。

小牧警察署　（☎ 72‐0110）
○ 日頃の備え
  ・ あなたの住む地域の避難場所・避難経路を確認し、近道でも危険な箇所は避けるルート

を選びましょう。
   ・ 大規模な災害が発生し、家族が離れ離れになったときの連絡方法や落ち合う場所につい

て、家庭で話し合っておきましょう。　
○ 防災訓練への積極的参加
   ・ 防災訓練に積極的に参加して、 避難要領、応急救護要領
　   などを身につけましょう。
○ 非常持ち出し品（袋）の準備・点検
   ・ いざというとき、いつでも持ち出せるように準備し、
      内容について点検をしておきましょう。

○ 台風が近づいたとき
不用意に川や海へ見に行かず、テレビ、ラジオなどの情報に注意して、その内容に応じた
行動をしましょう。

○ 避難するとき
　・避難するときは、火の始末、戸締まりを確実に行い、身軽な服装でグループで避難しま
しょう。

　・車を運転するときは、スピードを落とし、十分に安全を確認するとともに、
　　がけや川べりに近づかないようにしましょう。

◎　防災は日頃の備えから

◎　暮らしの中の台風対策

◎　暮らしの中の集中豪雨対策

○ 大雨が降ってきたら
・警報が発表されていなくても被害が発生するおそれがあります。十分注意しましょう。
・近所の様子やテレビなどの情報を見て早めに避難しましょう。
・車両が浸水すると、水圧でドアが開かなくなり危険です。冠水した道路の通行は避けま
しょう。

　・車を運転するときは、スピードを落とし、十分に安全を確認するとともに、
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今
回
は
8
月
に
発
症
が
多
く
、
特
に
子

ど
も
が
か
か
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
結
膜
炎
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

①
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
結
膜
炎
は
2
種
類
　
　

　
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
結
膜
炎
は
流
行
性
角

結
膜
炎
（
い
わ
ゆ
る
〝
は
や
り
目
〞）
と

咽
頭
結
膜
炎
（
い
わ
ゆ
る
〝
プ
ー
ル
熱
〞）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
に
な
る
か
は

ウ
イ
ル
ス
の
型
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
が
、

は
や
り
目
の
方
が
白
目
の
充
血
が
強
く
、

目
が
開
か
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
さ
ら
さ

ら
と
し
た
目
や
に
が
出
て
き
た
り
、
ま
ぶ

た
の
裏
に
ブ
ツ
ブ
ツ
が
で
き
た
り
し
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
プ
ー
ル
熱
は
、
は
や
り
目

の
よ
う
な
眼
の
症
状
だ
け
で
な
く
、
38
度

以
上
の
高
熱
や
喉
の
痛
み
や
腫
れ
な
ど
、

全
身
の
症
状
が
出
て
く
る
の
が
特
徴
で

す
。
涙
が
出
て
き
た
り
、
目
の
痛
み
が
出

て
く
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
か
ゆ
み
が

出
て
く
る
こ
と
は
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

②
迅
速
診
断
が
で
き
、
治
療
は
目
薬
で
行
い
ま
す

　
診
断
は
一
般
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
よ
う
な
迅
速
検
査
キ
ッ
ト
を
用
い
、

白
目
を
綿
棒
で
こ
す
っ
た
り
、
涙
を
紙
に

湿
ら
せ
る
こ
と
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
症
状
自
体
は
1
週
間
か
ら
3
週
間
程
度

で
自
然
に
治
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
現

在
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
開
発
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
診
断
が
つ
い
た
ら
別
の
細
菌

な
ど
の
混
合
感
染
を
予
防
す
る
た
め
の
抗

菌
薬
や
、
角
膜
に
濁
り
が
あ
る
場
合
に
は

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
点
眼
に
よ
っ
て
治
療
を

行
い
ま
す
。

③
重
要
な
こ
と
は
感
染
力
が
強
い
こ
と

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
結
膜
炎
は
多
く
の
場

合
重
症
化
し
ま
せ
ん
。
た
だ
重
要
な
こ
と

は
、
感
染
力
が
と
て
も
強
い
こ
と
で
す
。

プ
ー
ル
熱
の
場
合
は
飛
沫
感
染
も
起
こ
り

え
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
は
手
指
を
介
し

た
接
触
感
染
に
よ
っ
て
伝
染
し
ま
す
。
感

染
者
が
手
で
触
れ
た
ド
ア
ノ
ブ
や
タ
オ
ル

な
ど
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ウ
イ
ル
ス

が
手
に
付
着
し
、
さ
ら
に
そ
の
手
で
目
や

鼻
、
口
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス

が
体
内
に
入
り
感
染
し
ま
す
。

　
潜
伏
期
間
は
1
週
間
程
度
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
も
し
1
週
間
以
内
に
目
が
赤
い

人
と
接
触
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
目
の
赤

み
や
目
や
に
が
た
く
さ
ん
出
る
こ
と
が
あ

っ
た
場
合
、
早
め
に
眼
科
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
学
校
保
健
安
全
法
に
よ
り
、

は
や
り
目
は
感
染
力
が
な
く
な
っ
た
と
医

師
が
判
断
す
る
ま
で
、
プ
ー
ル
熱
は
主
な

症
状
が
消
え
た
後
2
日
経
過
す
る
ま
で
は

学
校
へ
出
席
で
き
な
い
病
気
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
診
断
を
さ
れ
た
ら
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス

結
膜
炎
を
家
族
内
で
も
う
つ
さ
な
い
、
う

つ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
手
で
目

を
こ
す
ら
な
い
、
使
用
す
る
タ
オ
ル
を
分

け
る
、
流
水
で
よ
く
手
を
洗
う
、
お
風
呂

は
患
者
さ
ん
が
最
後
に
入
る
な
ど
、
注
意

を
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
も

0
・
8
%
程
度
の
患
者
さ
ん
に
結
膜
炎
が

認
め
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
デ

ノ
ウ
イ
ル
ス
結
膜
炎
に
限
ら
ず
、
ウ
イ
ル

ス
感
染
し
な
い
た
め
に
普
段
か
ら
手
指
消

毒
を
心
が
け
、
手
で
顔
を
触
ら
な
い
よ
う

に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

〜
小
牧
市
民
病
院
よ
り
〜

問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
76
・４
１
３
１
）

眼
科
医
師

山
田　
和
久

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
結
膜
炎
に
つ
い
て

健
康
通
信
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